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１．令和元年台風第19号の概況
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■宮城県では、令和元年10⽉11⽇から前線の影響で⾬が降り出し、12⽇には台⾵の接近により昼過ぎから激し
い⾬となった。その後台⾵の接近・通過に伴い、12⽇⼣⽅から13⽇未明にかけては⾮常に激しい⾬となり、局地
的に猛烈な⾬となった。

■この⾬により宮城県の広い範囲で200mm以上の⼤⾬となり、丸森町筆甫では24時間降⽔量が約600mmを
記録する等、10⽉1か⽉分の平年値の2〜3倍の⾬量となった。

■また、仙台管区気象台では、12⽇19時50分、宮城県に平成27年関東・東北豪⾬以来となる⼤⾬特別警報
を発表した。

出典：気象庁資料

図︓⼤⾬特別警報発令状況
図︓台⾵経路図

図︓10⽉11⽇から13⽇までの24時間降⽔量
出典︓仙台管区気象台資料

出典：気象庁資料

仙台 378.0mm

丸森 421.0mm

筆甫 588.0mm



1hr 3hr 6hr 12hr 24hr 48hr
台風19号より上位に

ランキングされる主要豪雨

駒ノ湯 - - - - - - H1.8、H24.10、H27.9

気仙沼 - 第3位 第1位 第2位 - - S61.8、H14.7、H25.7

川渡 - - - - - - H1.8、H27.9、H30.8

築館 - 第3位 第2位 第1位 第1位 第1位 H23.9、H25.7、H27.9

米山 第1位 第1位 第1位 第1位 第1位 第1位

志津川 - 第1位 第1位 第1位 第1位 第1位

古川 - 第2位 第2位 第2位 第2位 第2位 S61.8、H23.9、H27.9

雄勝 第2位 第1位 第1位 第2位 第3位 第3位 H12.7、H23.9

大衡 第3位 第2位 第1位 第1位 第1位 第1位 H27.9

鹿島台 第3位 第1位 第1位 第1位 第2位 第2位 S61.8、H23.9

石巻 - 第2位 第1位 第1位 第2位 第2位 H23.9、H26.9

新川 - - - - - - S61.8、H14.7、H27.9

塩釜 第2位 第1位 第1位 第2位 第2位 第3位 S61.8、H23.9

江ノ島 - - 第3位 第3位 第5位 第4位 H10.8、H12.7、H14.7

仙台 第2位 第1位 第1位 第1位 第2位 第2位 S61.8

白石 第4位 第1位 第1位 第1位 第1位 第1位

亘理 - 第4位 第2位 第2位 第2位 第3位 S61.8、H23.9、H25.9

丸森 第2位 第1位 第1位 第1位 第1位 第1位

筆甫 第3位 第1位 第1位 第1位 第1位 第1位

1.1)雨量・水位の概況
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■台⾵第19号により気象庁所管の観測所では、13箇所の観測所で観測記録を更新した。

【雨量】

図 観測記録を更新した観測所数

表 各時間最大雨量のランキング（1979～2019年 41年間）

図 整理対象観測所位置図

※ランキング1位～5位のものを表示
※宮城県内で観測している気象庁所管の観測所（28箇所）のうち、過去41年間の通年観測結

果の存在する19観測所のデータを用いて整理

：観測記録を更新した観測所

観測記録を更新

1

9

12
10

7 7

0

2

4

6

8

10

12

14

1hr 3hr 6hr 12hr 24hr 48hr

観
測

所
数



1.1)雨量・水位の概況
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■記録更新した主な観測所を以下に⽰す。それまでの各時間最⼤⾬量の最⾼値と⽐較して1.0〜2.0倍程度の
降⾬量となっており、特に県南の筆甫や⽩⽯で全体的に倍率が⼤きい。

【台風第19号の特徴】
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1.1)雨量・水位の概況
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■⼤規模な⽔害が発⽣した昭和61年8⽉、平成27年9⽉豪⾬における宮城県内の降⾬分布と⽐較すると、
県南を中⼼に県内全域に多くの降⾬が観測された。

◆等雨量線図（24時間最大雨量）

【台風第19号の特徴】

昭和61年8月台風10号 平成27年9月関東東北豪雨 令和元年10月台風第19号

宮城県全体の平均雨量：236mm 宮城県全体の平均雨量：151mm 宮城県全体の平均雨量：244mm

※気象庁・国土交通省・宮城県所管の雨量観測所データを基に作成

※宮城県内の雨量観測所数（S61.8洪水：41観測所、H27.9洪水：180観測所、R1.10洪水：175観測所）



1.1)雨量・水位の概況
■台⾵第19号では、短時間豪⾬も顕著であり、昭和61年8⽉、平成27年関東・東北豪⾬（9⽉）と⽐較する

と、 3時間⾬量では、1.5〜2.3倍の降⾬が観測されている。
■このように、台⾵第19号は、総⾬量に加え短時間でも多くの集中的に⾬が降ったことが特徴である。
◆等雨量線図（3時間最大雨量）

【台風第19号の特徴】

昭和61年8月台風10号 平成27年9月関東・東北豪雨 令和元年10月台風第19号

宮城県全体の平均雨量：59mm 宮城県全体の平均雨量：40mm 宮城県全体の平均雨量：91mm

※気象庁・国土交通省・宮城県所管の雨量観測所データを基に作成 6
※宮城県内の雨量観測所数（S61.8洪水：42観測所、H27.9洪水：180観測所、R1.10洪水：175観測所）



1.1)雨量・水位の概況
■宮城県の洪⽔予報河川・⽔位周知河川の43河川（国管理河川・県管理河川）のうち、令和元年台⾵第19

号豪⾬により、氾濫危険⽔位を超過した河川は20河川、避難判断⽔位を超過した河川は10河川であった。
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※指定区間と直轄管理区間を合わせて集計

図︓宮城県内河川の⽔防警報等発令状況

【水防警報発令状況】

※河川毎に発令した最大水位のランキングで河川全体を着色

氾濫危険

水位
45%

避難判断

水位
23%

氾濫注意

水位
19%

水防団待

機水位
4%

基準水位

以下
9%

図︓⽔防警報等発令状況の河川の割合



1.1)雨量・水位の概況
■宮城県内の⽔位観測所においては、急激な⽔位上昇により、⽔防団待機⽔位に達してから約2〜4時間程度

で氾濫危険⽔位に達している。
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図︓⽔位観測所毎の⽔防警報発令状況

【水位の状況】



水位 生起日時 水位 生起日時 水位 生起日時

佐沼 4.91 2012(H24)05/04 4.87 2015(H27)09/11 4.58 2019(R01)10/13 4.58

若柳 7.27 2015(H27)09/11 5.70 2013(H25)07/18 5.63 2019(R01)10/13 5.63

大林 16.60 2015(H27)09/11 15.42 2012(H24)05/04 14.76 2019(R01)10/13 14.76

留場 6.32 2015(H27)09/11 5.21 2012(H24)05/04 4.60 2019(R01)10/13 4.60

小山田川 大沼 7.00 2019(R01)10/13 6.81 2015(H27)09/11 6.45 2011(H23)09/22 7.00

三迫川 岩ヶ崎 2.78 2015(H27)09/11 2.16 2012(H24)05/04 1.91 2019(R01)10/13 1.91

二迫川 新橋 4.35 2015(H27)09/11 3.03 2012(H24)10/01 2.24 2012(H24)05/04 2.22

二股川 大泉 9.97 2007(H19)09/18 8.61 2011(H23)09/22 8.25 2007(H19)09/08 7.98

江合川 岩出山 -0.31 2015(H27)09/11 -0.48 2012(H24)05/04 -0.73 2013(H25)07/18 -1.46

田尻川 大水門 3.29 2015(H27)09/11 3.24 2019(R01)10/13 2.93 2009(H21)10/08 3.24

鳴瀬川 中新田 6.71 2019(R01)10/13 6.34 2015(H27)09/11 5.09 2011(H23)09/22 6.71

吉田川 八合田 6.33 2015(H27)09/11 6.06 2019(R01)10/13 4.50 2011(H23)09/21 6.06

多田川 下狼塚 2.91 2015(H27)09/11 2.88 2009(H21)10/08 2.83 2010(H22)05/24 2.32

広瀬川 広瀬橋 2.31 2015(H27)09/11 2.11 2019(R01)10/13 1.85 2012(H24)06/20 2.11

増田川 上増田 3.60 2019(R01)10/13 3.06 2015(H27)09/11 2.98 2011(H23)09/21 3.60

大河原 17.36 2019(R01)10/13 15.89 2007(H19)07/15 15.59 2015(H27)09/11 17.36

白石 2.98 2019(R01)10/12 2.53 2014(H26)07/10 2.49 2015(H27)09/10 2.98

荒川 本関場 4.37 2019(R01)10/13 4.32 2015(H27)09/11 4.22 2011(H23)09/21 4.37

斎川 郡山 3.62 2019(R01)10/13 2.88 2015(H27)09/10 2.75 2007(H19)09/06 3.62

小田川 小田 5.75 2019(R01)10/13 4.47 2017(H29)10/23 4.33 2015(H27)09/11 5.75

大川 大川 大川本町 4.29 2019(R01)10/13 4.12 2013(H25)07/26 3.62 2012(H24)05/04 4.29

高城川 高城川 高城 2.05 2013(H25)06/05 1.88 2011(H23)09/21 1.79 2019(R01)10/13 1.79

砂押川 砂押川 八幡橋 1.82 2019(R01)10/13 1.72 2011(H23)09/21 1.67 2017(H29)10/23 1.82

市名坂 4.50 2019(R01)10/13 3.85 2012(H24)06/20 3.74 2015(H27)09/11 4.50

小角 3.25 2019(R01)10/13 3.05 2015(H27)09/10 2.48 2012(H24)06/20 3.25

梅田川 苦竹 2.56 2019(R01)10/13 2.53 2015(H27)09/11 2.48 2010(H22)07/26 2.56

坂元川 坂元川 道合 2.62 2017(H29)10/23 2.57 2019(R01)10/13 1.81 2009(H21)10/08 2.57

今次
洪水位

北上川

迫川

鳴瀬川

水系名 河川名 観測所名
第1位 第2位 第3位

名取川

阿武隈川

白石川

七北田川
七北田川

1.1)雨量・水位の概況
■台⾵第19号により13観測所で観測記録を更新し、⼤半の観測所で3位以内の⽔位を記録した。
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【水位の状況】

図 台風第19号の観測順位

表 各観測所のランキング（2007～2019年 13年間）

図 整理対象観測所位置図

※宮城県指定の洪水予報河川・水位周知河川の基準観測所のうちH19年以降の観測データが
存在する観測所を対象として集計

13個所, 
48%

4個所, 
15%

6個所, 
22%

4個所, 
15%

第⼀位
第⼆位
第三位
第四位以下

：観測記録を更新した観測所

観測記録を更新



最大流入量

（m
3
/s）

ダム完成後の順
位

最大調節量

（m
3
/s）

最大調節量
（%)

大倉ダム 107 321.8 9位/70洪水 315.2 98% 63%

樽水ダム 383 129.0 2位/61洪水 98.0 76% 90%

七北田ダム 176 43.6 13位/20洪水 43.4 100% 50%

南川ダム 326 210.9 1位/79洪水 210.6 100% 77%

宮床ダム 294 83.4 2位/17洪水 83.3 100% 68%

惣の関ダム 308 50.6 1位/6洪水 46.8 92% 81%

漆沢ダム 357 449.2 3位/37洪水 296.9 66% 73%

花山ダム 115 201.1 46位/119洪水 195.2 97% 49%

栗駒ダム 179 174.0 17位/153洪水 173.3 100% 52%

払川ダム 221 56.3 1位/2洪水 31.8 57% 87%

化女沼ダム 227 34.5 1位/19洪水 33.7 98% 43%

最大貯水率
※
(%)

ダム名
ダム流域累
計雨量(mm)

ダムへの最大流入量 ピーク時の最大調節量

1.2)ダムの状況
■県内ダムについては多くのダムで洪⽔ピーク時に100%に近い洪⽔調節を実施。ダムへの流⼊量が完成後第1〜

3位となるダムも多く⾒られた。
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図：宮城県内のダム位置図

表：11ダムの洪水調節状況

多くのダムで1位～3位の最大
流入量を観測

多くのダムで洪水100%に
近い洪水調節を実施

最大貯水率が9割近
いダムも見られる

※図中のコンターは令和元年台風第19号の24時間雨量

※最大貯水量は有効貯水量に対する洪水時最大貯水量の割合

ダム流入量

ダム放流量

流
量

時間

ピーク時の
最大調節量 最大水位

サーチャージ水位

最低水位

有
効
貯
水
容
量

洪水調節のイメージ 貯水容量のイメージ

※宮城県管理のダム：17
→治水機能を有する15ダムのうち、11ダムにおいて洪水調節を実施
（岩堂沢ダム、二ッ石ダムは利水ダム）

二ッ石ダム二ッ石ダム

：洪水調節を実施したダム

(17)

(3)

(11)



1.2)ダムの状況
■ダム流域累計⾬量383mmを記録した増⽥川の樽⽔ダムは約9割の貯⽔により洪⽔調節を⾏い、下流の上増

⽥⽔位観測所において約1.3mの⽔位低減効果を実施した。
■上増⽥観測所の⽔位は最⼤でHWLを約60cm超過しており、ダムにより越⽔氾濫を回避することが出来た。

11ダムにより約1.3mの水位低減効果を推測

ダムが無かった場合の水位（推測）4.92m 実績水位 3.63m（13日13:20）

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00

水
位
：
（
ｍ
）

宮城県（名取川水系増田川）上増田水位観測所

氾濫注意水位 1.70m

避難判断水位 2.00m

氾濫危険水位 2.50m

水防団待機水位 1.20m

10月12日(土) 10月13日(日)

H.W.L 3.00m

図︓名取川⽔系増⽥川の上増⽥⽔位観測所⽔位

洪⽔ピーク時
1０⽉１３⽇
１時４０分

写真︓上増⽥観測所のカメラ画像

写真︓樽⽔ダムの状況

HWLを約60cm
超過



1.3)被害の概況
■台⾵第19号により、宮城県内の18河川36箇所で堤防の決壊が発⽣。法崩れ・⼟砂閉塞等の被害は
180河川1,210箇所で発⽣した。（令和２年2⽉7⽇時点）

■堤防決壊の要因としては越⽔が多く、国管理河川の合流点付近で越⽔破堤した河川も⾒られる。
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荒川（決壊）

××
×

照越川（決壊）

石貝川（決壊）

渋井川（決壊） ×

名蓋川（決壊）

×

熊谷川（決壊）

×

×

×

×

×

身洗川（決壊）

小西川（決壊）

砂押川（決壊）

高倉川（決壊）

内川（決壊）

半田川（決壊）

×

斎川（決壊） ×

×

瀬峰川（決壊）

×

富士川（決壊） 砂押川（決壊状況）

身洗川（決壊状況）

名蓋川（決壊状況）

高倉川（決壊状況）

×

×

×

新川（決壊）

×

水沼川（決壊）

五福谷川（決壊）
×××

×××××
××

荒川（決壊状況）

図︓台⾵第19号による宮城県管理河川の堤防決壊箇所

渋井川（決壊状況）

【破堤等の被害状況】



1.3)被害の概況
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新川・内川合流点：堤防決壊

新川：堤防決壊

①

②
③
④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫
⑬

⑮

⑯

⑱

⑰

内川

新川

内川

阿武隈川

五福⾕川
内
川

⑭

：堤防決壊箇所

■既往最⼤の豪⾬となった丸森町筆甫を流域にもつ内川流域（内川、五福⾕川、新川）では、合計18箇所で
堤防が決壊した。また、河道埋塞（2箇所）や橋脚の橋台背後の流出等も発⽣した。

■河川⽔位の上昇や、堤内の⽔位が上昇することによる越流や、橋梁箇所への流⽊集積等が破堤の要因となっ
ている。

内川：橋梁への流木集積と堤防決壊

内川

【破堤等の被害状況】



1.3)被害の概況

14図︓令和元年台⾵第19号による浸⽔区域

【浸水被害】

浸水域

宮城県面積：約7,282k㎡
浸水面積 ：約1,024k㎡
宮城県の約14％が浸水

© 2019 CNES – Distribution Airbus DS
© Airbus DS/Spot Image 2019

衛星画像による宮城県浸水状況

• 令和元年10月13日、16日、17日、光学衛星であるプレアデス衛星及びSPOT6&7衛星が宮城
県内の被災状況を撮影。

• それぞれの衛星の撮影にて宮城県内のほぼ全域をカバーした。

田 83.3%

その他農用

地 3.4%

建物用地

8.0%

道路・鉄道

0.7%
荒地 0.2% その他の

用地 2.8%

森林 1.6%

■衛星画像から判読した結果、宮城県内の浸⽔域は1,024k㎡の広さとなった。宮城県⾯積（7,282k㎡）の
約14％が浸⽔したと推定される。

■浸⽔域の⼟地利⽤別⽐率では、⽔⽥が約83％を占め、その他農⽤地の3.4%を含めると、農地部は約87％
を占めた。

土地利用区分別浸水域図

農地部
約888k㎡
約87％

※衛星写真からの判読であり浸水面積等の数値は概略の値である。



1.3)被害の概況
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■阿武隈川、鳴瀬川、吉⽥川周辺の浸⽔域の⼀部を以下に⽰す。河川沿いや背後流域含めて⽀川の氾濫や
内⽔等により広域的に浸⽔し、避難等への影響が⽣じた。

図︓令和元年台⾵第19号による浸⽔区域

【浸水被害】

阿武隈川流域浸水域判読状況 吉田川流域浸水域判読状況

浸水域

© 2019 CNES – Distribution Airbus DS
© Airbus DS/Spot Image 2019

浸水域

広域的に浸水被害が発生 ⇒流域治水対策



1.4)河川情報の発信・情報伝達
■仙台市においては，七北⽥川、旧笊川沿川について，「避難準備・⾼齢者等避難開始」（警戒レベル３）及

び「避難勧告」（警戒レベル４）を，⽬安となる基準⽔位に達する前に、降⾬の状況や⾬量の予測を考慮し
てそれぞれ発令している。

■「避難指⽰」（警戒レベル４）は，七北⽥川（七北⽥公園より上流部）及び旧笊川について、⽔位情報の
状況を鑑み，発令している。

16

図：七北田川（水位周知河川）の水位と指示の状況 図：旧笊川（水位周知河川）の水位と指示の状況

【避難指示の状況】

※七北田川については七北田公園付近より上流側に対して発令
※旧笊川は全区間で発令

0.00

2.00

4.00

0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00

水位：（ｍ）
宮城県（七北田川水系七北田川） ：小角水位観測所

氾濫注意水位1.90m

避難判断水位2.2m
氾濫危険水位2.40m

水防団待機水位1.65m

10月12日(土) 10月13日(日)

ｓ

【警戒レベル3】
避難準備・高齢
者等避難開始

【警戒レベル4】
避難指示（緊急）

氾濫危険水位（レベル4）
到達後に発令

水位上昇速度
61cm/1hr （19時⇒20時）
46cm/1hr （20時⇒21時）

水位：（ｍ）

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

5.00

6.00

0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00 0:00 2:00 4:00 6:00 8:00 10:00 12:00 14:00 16:00 18:00 20:00 22:00

宮城県（名取川水系旧笊川）北目橋水位観測所

水防団待機水位 ・氾濫注意水位 2.70m

避難判断水位 2.90 m

氾濫危険水位 3.10m

10月12日(土) 10月13日(日)

HWL 3.70m

【警戒レベル3】
避難準備・高齢
者等避難開始

【警戒レベル4】
避難指示（緊急）

氾濫危険水位（レベル4）
到達後に発令

水位上昇速度
48cm/1hr（21時⇒22時）
48cm/1hr（22時⇒23時）



1.4)河川情報の発信・情報伝達
■市町村への⽔位到達情報等の通知は、各河川の⽔位上昇に伴い伝達回数が増加、時間帯が集中している。

表：情報伝達実施状況

【水位到達情報等の通知】
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氾濫危険水位に関する伝達対応（ホットライン含む）

避難判断水位に関する伝達対応（ホットライン含む）

氾濫注意水位に関する伝達対応

水防団待機水位に関する伝達対応

図：主な観測所の水位変化と市町村への伝達回数

情報伝達の効率化・省力化

各河川の水位上昇に伴い
伝達対応が集中

0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
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大河原 大河原町、柴田町 2 2 2 2 2

北上川 迫　川 留場 栗原市（築館，志波姫，若柳） 1

〃 若柳
栗原市（若柳）

登米市（石越，中田，迫）

迫　川 佐沼
登米市（迫，南方，米山，豊里）

涌谷町

二級 七北田川 市名坂 仙台市，多賀城市 2 2 1 1 4 4

阿武隈川 斎川 郡山 白石市 1 1

荒川 本関場 大河原町,　村田町 4 4

小田川 小田 角田市 1 1 2 2

名取川 増田川 上増田 名取市 1 1 2 1 1

広瀬川 広瀬橋 仙台市 1 1

旧笊川 北目橋 仙台市 3 2

鳴瀬川 鳴瀬川 中新田

加美町

色麻町

大崎市（三本木）

3 3

多田川 下狼塚
大崎市（三本木）

加美町
2 2 2 2

渋井川 西荒井 大崎市（三本木） 1 1 1 1 2

吉田川 八合田 富谷市   大和町 2 2 4 4
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三迫川 岩ヶ崎 栗原市（栗駒，金成，若柳） 1

旧迫川

大崎市（田尻）
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1 2 2

小山田川

栗原市（瀬峰）

登米市（南方）

大崎市（田尻）

1 1
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1
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阿武隈川⽔系阿武隈川洪⽔浸⽔想定区域図（Ｌ２）では指定外（丸森町内川）

◆水害リスク空白域における浸水被害の例

北上川⽔系北上川洪⽔浸⽔想定区域図（Ｌ２）では指定外（登⽶市南沢川）

ハザードマップにおける水害リスク空白域 ⇒ 中小河川における水害リスク情報の提供

登⽶市洪⽔ハザードマップの場合

© 2019 CNES – Distribution Airbus DS

© 2019 CNES – Distribution Airbus DS

浸水域

浸水域

丸森町防災ハザードマップの場合

1.4)河川情報の発信・情報伝達 【水害リスク情報】

■今回の台⾵第19号による浸⽔区域と、公表していた浸⽔想定区域図や⾃治体のハザードマップを重ね合わせる
と、中⼩河川の氾濫による浸⽔が発⽣し、⽔害リスク空⽩域内での被害が散⾒される。

内川の例

南沢川の例

18



1.4)河川情報の発信・情報伝達
■「河川流域情報システム（MIRAI）」について、台⾵第19号が接近した10⽉12⽇午後以降、つながりにくい

状況となり、午後11時頃にほとんどアクセスできない状況となった。（不具合は13⽇⼣⽅にほぼ解消）
■MIRAI へのアクセス集中に関する状況については、ピーク時に通常時の約500倍※のアクセス数があった。

19

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

１時間毎の全画⾯アクセス数合計

正常アクセス数 異常アクセス数 総アクセス数PC⽤＋スマホ⽤＋携帯⽤画⾯

10/12 10/13

12日16時～

この頃からアクセス
不良が発生

12日23時
殆ど閲覧できない

状況となる

出典：仙台管区気象台資料

図：宮城県内の気象レーダ画像
＜10月12日15時～23時＞

図：宮城県河川流域情報システム（MIRAI）のアクセス状況

対応方針：サーバーの増設及び簡易画面の新設

【システム障害】

※通常時の平均アクセス数200程度、台風第19号時の最大アクセス数およそ100,000程度（アクセス数/時間）



1.4)河川情報の発信・情報伝達

20

■河川監視カメラや⽔位観測所等について、3箇所で⽔没による被災が発⽣した。

・ 河川監視カメラ水没 2箇所（旧笊川、砂押川）
・ 水位雨量観測局水没 １箇所（内川）
・ 水位観測局水没 １箇所（二股川）
・ 危機管理型水位計水没 7箇所（雉子尾川ほか）

＜平常時＞ ＜洪⽔ピーク時 １０⽉１３⽇１時２５分＞

北⽬橋カメラ（名取川⽔系旧笊川）

図︓内川⾬量観測所・内川⽔位観測所のデータ
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宮城県（阿武隈川水系内川）：内川雨量観測所、内川水位観測所

10月12日(土) 10月13日(日)

HWL：8.133m

観測所が浸水に
より破損

この後、河川監視
カメラが停止

河川監視や水位観測等について
今回の被災を踏まえた対策

【カメラ・観測所の被災】
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■昭和20年代は降⽔量が多かったが、その後減少し、昭和末期まで傾向は変わっていない。
■平成以降、短時間豪⾬等が増加し、近年、特に顕著な増加が⾒られる。
◆降水量の経年変化（仙台観測所の例）

顕著な変化は見られない

近年急激に増加

近年急激に増加
近年急激に増加

【降水量の変化】



２．近年の雨量等の変化

22

■1時間30mm以上の⾬が降った回数は増加傾向にある。
■24時間100mm以上の⾬も増加傾向にあり、特に近年は150mm以上の⾬が降る回数が増加し
ている。

◆降水量の経年変化（仙台観測所の例）

【強降雨頻度の変化】
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■ 宮城県内の1時間30mm以上の⾬が降った回数は、30〜40年前と⽐較し約1.4倍増加、
50mm以上の⾬が降った回数は、約6倍増加しており、短時間降⾬強度が増加している。

約6倍

約1.4倍

※1979年～2018年において継続的に観測が実施されている宮城県内のアメダス雨量観測所18地点を対象に集計

【強降雨頻度の変化】
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２．近年の雨量等の変化
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■各観測所のランキング上位を記録する⾬量は、近年のほうが多くなっている。

※1979年～2018年において継続的に観測が実施されている宮城県内のアメダス雨量観測所18地点を対象に集計
※各観測所の上位5位までの観測所数を年代別に集計

【ランキング上位の年次分布】
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２．近年の雨量等の変化
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■過去〜現在までの降⾬特性から、ゲリラ豪⾬の発⽣は少ないが、⼀度⼤⾬になると総⾬量が増加傾
向となっている。
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S22カスリン台風
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S25.8

S61台風10号

H2台風19号
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集計対象外

※仙台観測所の時刻雨量データ（S16～R01）を基に、1時間20mm以上、または24時間80mm以上を記録した降雨を対象として集計

大規模なゲリラ豪雨
の発生は少ない

大雨時の総雨量
が増加傾向

仙台観測所

【降雨特性】



２．近年の雨量等の変化
■平成8年に検討した宮城県内の観測所別の確率⽇⾬量を参考に、今回の台⾵第19号による⽇⾬量の確率に

ついて評価した。 （「宮城県における降⾬強度式の決定（改訂版）」H8.4.1）
■確率が1/100以上となる観測所が分布しているとともに、平成8年時点の既往最⼤⽇⾬量を上回る観測所も

県内に点在して確認された。

図︓10⽉11⽇15時から13⽇9時までの総降⽔量(単位:mm)

出典︓仙台管区気象台資料

図︓平成8年検討時の確率⽇⾬量評価に対する今回の⽇⾬量の評価

あくまで平成8年時点の評価であり、今後
最新データを加えた検証が必要

台風第19号の総降水量の
分布に比較的近い傾向

26

【参考：確率降雨】



３．近年の治水対策を取り巻く環境
■国⼟交通省では平成30年度より「気候変動を踏まえた治⽔計画に関する技術検討会」を開催し、令和元年

10⽉に提⾔を公表している。
■令和元年台⾵第19号の後に、治⽔・防災に関する様々な検討会・会議が⾏われてる。

27

社会資本整備審議会 河川分科会
気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会

第1回令和元年11月22日
第2回令和2年1月17日

気候変動を踏まえた砂防技術検討会第1回令和2年1月8日

ダムの洪水調節に関する検討会
これまでの知見や新たな技術等を活用した、
より効果的なダム操作や情報提供の更なる改
善等について検討することを目的

中小河川の水害リスク評価に関する技術検討会第1回令和2年1月7日

気候変動を踏まえた治水計画に係る技術検討会
第1回：平成30年4月12日
第2回：平成30年5月11日
第3回：平成31年2月28日

「気候変動を踏まえた治水計画のあり方」提言 令和元年10月

第4回：令和元年5月31日
第5回：令和元年7年31日

令和元年台
風第19号

第1回令和元年12月24日

中小河川の洪水による浸水が想定される区域
の公表を促進するため、浸水が想定される範
囲の簡易的な評価手法等を検討

気候変動への対応に向けて土砂災害の外力の
増加量を検討

気候変動を踏まえた都市浸水対策に関する検討会第1回令和元年12月18日

気候変動による降雨量の増加等が懸念され
る中、下水道における今後の水災害対策に
ついて議論

流域全体で備える水災害対策に関し、今後
の取り組み方針について諮問

水災害対策とまちづくりの連携のあり方検討会第1回令和2年1月8日

治水・防災部局とまちづくり部局が連携し
て、水災害に対するリスク評価及び防災・減
災の方向性について検討



３．近年の治水対策を取り巻く環境
■国⼟交通省の⽔管理・国⼟保全局で対応している「近年の災害や気候変動を踏まえた対策の検討体制」は以

下の通りである。

28
出典：国土交通省水管理・国土保全局HP（気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会 第2回会議より）



３．近年の治水対策を取り巻く環境
■「気候変動を踏まえた治⽔対策のあり⽅ 提⾔」では、産業⾰命以前と⽐べて世界の平均地上気温を2℃上昇

以下に抑えることを前提としたシナリオの場合、⼀級⽔系の治⽔計画で対象とする規模の降⾬は、21世紀末には
20世紀末と⽐べて、降⾬量が全国平均1.1倍、発⽣頻度が2倍となる試算結果が⽰されている。

29
出典：国土交通省水管理・国土保全局HP



まとめ

30

・台風第19号では宮城県内の多くの観測所で観測記録を更新
・総雨量も多いが、比較的短時間（3-12時間）の雨量も多いのが特徴

雨量

水位 ・氾濫危険水位や避難判断水位を超過した河川が多い
・記録更新した水位観測所も多く、急激な水位上昇により、水防団待機水位に
達してから約2～4時間程度で氾濫危険水位に達している

ダム ・多くのダムで100%に近い洪水調節を実施。流入量は完成後1位～3位のダム
が多い
・樽水ダムでは最大限の洪水調節を実施し、下流市街地の氾濫を防いだ

被害
状況

・多くの河川で堤防決壊が発生。越水による決壊が多い
・平野部の水田等を中心に広域で浸水被害が発生。

河川
情報

・水位情報の伝達等の対応が水位上昇に伴い集中して発生
・河川流域情報システム（MIRAI）へのアクセスが集中して不具合が発生
・浸水想定区域図の空白域で浸水被害が発生 ・観測施設の浸水

近年の
雨量傾向

・平成以降、短時間豪雨等が増加、特に近年顕著な増加傾向（短時間降雨強度が増加）
・ゲリラ豪雨的な雨よりも、一度大雨になると短時間に加えて総雨量も増加する傾向

取り巻く
環境

・本省において、気候変動を踏まえた治水計画を含め、様々な視点で技術検討会が開催
・台風第19号を契機に、水災害対策とまちづくりの連携のあり方についても検討

令
和
元
年
台
風
第
1
9
号
の
概
況

降雨解析
河川計画検証

情報伝達の強化

さらなる
ダムの活用

堤防強化
流域治水対策

情報発信機能
充実・強化
中小河川の
浸水想定


